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就実大学大学院・就実大学・就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

学科名： 平成29年3月31日

平成２８年度計画 平成２８年度実行内容

（左欄の具体的な取組・実行内容に
基づいて計画する。さらに、新たな
取り組み等について計画実行する）

（平成２７年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間および年度末に計画の
達成状況を評価する。

教員の募集・採用・昇格等に関
する規定および手続きを明確に
して、適正な教員人事を行う。

公募に当たって担当者が共通の流れ
で手続きを進めることができるよう
にする。（庶務）

専任教員、非常勤教員で異なる人事
採用事務の流れについて、マニュア
ルを作成し、明確化する。（庶務）

担当者が変更になってから１年強
と言うことで、事務の流れを把握
することに努めた。学校種、学部
等で規程も異なり、また、規定通
りに行われていない部分もあるの
で、少しずつマニュアル化してい
きたい。（庶務）

× ×

学生のキャンパスライフが少しでも
充実するよう、また、安全・安心に
過ごせるような体制作りを行う。
(会計）

学内整備等、施設の担当と検討しな
がら、学生厚生費を有効に活用でき
るようにする。（会計）

冬場のS-コモンズを明るく電飾し
足下の安全を確保した。この経費
を学生厚生費からの支出とさせて
いただいた。また、就実生協関係
でG館を書店へ改装する費用につい
ても学生への還元という考えのも
と実施をした。（会計･施設）

◎ ◎

各種奨学金の申請手順、期日、受給
時期等を学納金の支払時期と絡め、
学生へ周知する。（会計）

２７年度同様、引き続き徹底する。
（会計）

奨学金の給付時期に合わせ延納を
申出る学生への対応はできたが、
学生課との連携を諮るまで至らな
かった。（会計･施設）

× ×

学生学修意欲喚起や学修時間の
確保に向けての学修e-ポートフォリ
オの導入で、学修支援を推進す
る。

補助金の獲得によりキャンパス内
ネットワーク環境を整備する。（企
画）

情報センターと連携し、図書館５・
６階の無線ＬＡＮ環境を補助金を
使って整備する。（企画）

無線ＬＡＮ環境の整備は実施した
が、改革総合支援事業補助金を獲
得することはできなかった。（企
画）

× ×

障がいのある学生に対する修学支
援措置を適切に行う。

関係部署と連携しながら修学支援措
置を行う。（総務）

関係部署と連携しながら修学支援措
置を行う。（総務）

大学としての対応ができるまで総
務課で対応した。（総務）

◎ ◎

奨学金等の経済的支援措置を適
切に行う。

特別補助も獲得できる支援制度を確
立する。（総務）

経済修学支援奨学金取扱内規の改正
に取り組む。（総務）

奨学金制度とその原資等を含めて
今後の検討課題としたい。寄附金
の募集も課題としたい。（総務）

× ×

収容定員、新カリキュラムを念頭に
新Ｂ館完成後を見据えたキャンパス
グランドデザインを策定する。（会
計）

Ｅ館の利用、事務部門の学内配置を
提案し具体化する。（会計）

課長会議で諮った結果を係員に伝
えるに留まっている。正式に提案
を考えている。（会計･施設）

△ △

部局名（学部又は事務部）： 総務部

中　期　計　画
中期計画期間中の具体的な取

組・実行内容
学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局および学科における２８年度計画と実行計画

［学生支援］
学生が学修に専念し、安定した学
生生活を送ることができるよう、
修学支援、生活支援および進路支
援を適切に行う。

［教員・教員組織］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、求める教員像や教員組
織の編制方針を明確にし、それに
基づく教員組織を整備する。

［教育研究等環境］
学生の学修ならびに教員による教
育研究活動を必要かつ十分に行え
るよう、学習環境や教育研究環境
を整備し、これを適切に管理運営
する。

学生に対する修学支援、生活支
援、進路支援に関する方針を明確

化にする。

教育研究等環境の整備に関する
方針を定め、校地・校舎・施設・設
備に係る大学の計画を明確にす

る。



2/4
就実大学大学院・就実大学・就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

学科名： 平成29年3月31日

平成２８年度計画 平成２８年度実行内容

部局名（学部又は事務部）： 総務部

中　期　計　画
中期計画期間中の具体的な取

組・実行内容
学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局および学科における２８年度計画と実行計画

老朽化による学生サービスの低下を
未然に防ぐよう更新修繕の計画を立
てる。(会計）

既存施設を調査し、それぞれの更新
時期を数年先まで一覧化する。（会
計）

調査継続中のため、まだ一覧には
至っていない。（会計･施設）

×

新Ｂ館建築に伴い発生する各種付帯
関連業務を滞りなく行う。（会計）

Ｈ２９年春の完成まで関係者と相
談、確認を続け、設備の検討、備品
の調達、移設業務の調整等を行い完
成度の高い学修環境を作り上げる。
（会計）

担当者の努力により滞りなく終え
ることができた。（会計･施設）

◎ ◎

十分な校地・校舎および施設・設
備を整備してキャンパス・アメニティ
を形成し、それらの維持・管理、安
全・衛生を確保する。

資源ゴミを分別回収し、ゴミ処分経
費の削減につながるシステムを検討
する。（施設）

リサイクル業者の選択、紙類専用の
回収箇所を設置し、教職員のリサイ
クル意識の徹底を図る。（施設）

業者選定中（施設） △ △

体の不自由な学生等が不安なくキャ
ンパスライフを送れるようユニバー
サルデザインの観点から学内施設の
環境を整備する。（施設）

足下の良くない場所を改修し、安全
に移動できるよう証明等を設置す
る。薬学部南駐輪場を安全で使い勝
手の良い屋根付き駐輪場に整備す
る。（施設）

目標としていた薬学棟南駐輪場が
完成した。（施設）

◎ ◎

防災計画の策定（施設）
学内へ防災計画の周知。訓練の実施
（施設）

避難経路の確認に重点を置いた大
短小全体での避難訓練を5月24日
に実施する計画で消防署にも指導
を仰いでいる。（施設）

○ ○

研究倫理に関する学内規程を整備
し、学内審査機関を適切に設置・
運営するなど、研究倫理を遵守す
るために必要な措置をとる。

研究活動における不正行為への対応
等に関するガイドラインに沿って規
程等の整備から進める。（総務）

研究活動における不正行為への対応
等に関するガイドラインに沿って規
程等の整備から進める。（総務）

ガイドラインに沿った規程の整備
を行った。（総務）

◎ ◎

後援会や同窓会との緊密な連携を
図り、学生活動の活性化に向けた
協働、情報交換により、本学の価
値を高める。

後援会役員からの意見や提案を把握
し、役員会で検討する。（庶務）

役員会の案内送付の際、議題にあげ
たいことがあれば記入して返信して
もらえるように欄を設ける。（庶
務）

今まで通りのアンケートを実施し
たが、会議の席に於いて、後援会
長から積極的な提案、意見等を寄
せていただきたい旨、特別に依頼
を行った。（庶務）

○ ○

［社会連携・社会貢献］
グローバル化を推進すると共に、社
会との連携と協力に配慮し、教育研
究の成果を広く社会に還元する。

［教育研究等環境］
学生の学修ならびに教員による教
育研究活動を必要かつ十分に行え
るよう、学習環境や教育研究環境
を整備し、これを適切に管理運営
する。

教育研究等環境の整備に関する
方針を定め、校地・校舎・施設・設
備に係る大学の計画を明確にす

る。

安全安心なキャンパス確保や法令
遵守そして各種災害対策をした
キャンパス管理体制を構築し、その

運営にあたる。
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就実大学大学院・就実大学・就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

学科名： 平成29年3月31日

平成２８年度計画 平成２８年度実行内容

部局名（学部又は事務部）： 総務部

中　期　計　画
中期計画期間中の具体的な取

組・実行内容
学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局および学科における２８年度計画と実行計画

中・長期的な管理運営方針を策定
し、大学構成員へ周知する。

管理運営方針を基に資金計画を策定
する。（会計）

昨年度、策定した中・長期資金計画
を振り返り修正を行う。（会計）

平成48年度までの中長期資金計画
を策定し、概要を担当者に説明し
た。（会計）

○ ○

教授会、教学組織（大学）、法人組
織（理事会等）の権限と責任を明確
にし、意思決定プロセスを適切に
行う。

予算執行規則の策定。（会計）
経理規程の改正を視野に入れて、小
学校・こども園を含めた経理規程運
用細則の策定を検討する。（会計）

今年度は小学校・こども園の支払
担当者を決め会計・施設課内で業
務に携わってもらったが、小学校
については、予算執行については
権限もなく支払う業務負担だけと
なっている。そのために期中に運
用細則が必要と感じたが、今後の
会計単位をみなす必要があると感
じている。（会計）

△ △

事務組織の構成と人員配置の適切
化を図り、職員の採用・昇格等に関
する諸規程を整備して、適切な運
用を行う。

大学・短大における事務組織の改組
について検討を開始する。（総務）

部署内における勤務時間管理をもと
に、適正な仕事配分、人員配置を検
討する。（総務）

例外的な人事の異動があったの
で、人の配置はなかなか固定でき
なかったが、仕事配分は適正に行
われた。時間外勤務も時期的なも
のを除いては、減少している。
（総務）

○ ○

事務機能の改善・業務内容の多様
化への対応策をとる。

物品購入伺を廃止するよう検討す
る。（会計）

購入（発注）業務の見直し、多様化
する業務を簡素化する。（会計）

消耗品の発注について、担当者か
らの提案を求めている。しかし、
簡素化まで至っていない。（会
計）

× ×

事務業務処理の電算化、事務業
務のアウトソーシングの実施など、
業務情報及びその活用システムの
高度化を推進する。

文書を精査し、文書回覧を迅速に行
う。（庶務）

文書回覧の目安をマニュアル化し、
共通認識を持って受け付け業務に当
たる。（庶務）

受付担当者が様々な事情により交
代する中で文書のマニュアル化は
できなかった。（庶務）

× ×

スタッフ・ディベロップメント（ＳＤ）を
実施し、人事考課に基づく適正な
業務評価と処遇改善を行う。

ＳＤ実施に向けて規程を整備する。
（総務）

ＳＤ実施に向けて規程を整備する。
業務に必要な研修に積極的に参加す
る。（総務）

業務に支障が無い限り、できるだ
け多くの人に研修に参加しても
らった。規程の整備はできなかっ
た。（総務）

△ △

教育研究を安定して遂行するため
に、外部競争的資金の獲得方策に
よる大学収入の増加を強化し、必
要かつ十分な財政的基盤を確立
する。

外部資金（補助金）獲得に向けて、
教職員に補助金項目を理解してもら
い、業務との関連性を検証し、補助
金申請に結び付ける。（総務）

教職員に補助金項目について周知す
る。（総務）

予算説明会や課長会に補助金の資
料を作成、配付し、各部局の業務
と関連性のある補助金項目につい
て周知した。（総務）

○ ◎

［管理運営・財務］
大学の機能を円滑かつ十分に発揮
するために、明文化された規定に
基づき適切な管理運営を行い、ま
た、教育研究を支援しそれを持・
向上させるために、適切な事務組
織を設置して、必要かつ十分な財
政的基盤を確立し、財務を適切に
行う。
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就実大学大学院・就実大学・就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

学科名： 平成29年3月31日

平成２８年度計画 平成２８年度実行内容

部局名（学部又は事務部）： 総務部

中　期　計　画
中期計画期間中の具体的な取

組・実行内容
学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局および学科における２８年度計画と実行計画

執行ルールを明確にし、決算の内
部監査を行うなど、予算編成およ
び予算執行を適切に行う。

物品調達に係る規程を整備する。
（会計）

支出会計ごとに異なっている調達方
法を、一元化するルールを策定す
る。（会計）

見積・発注の学内ルールを策定し
た。（会計･施設）

○ ◎

大学の諸活動について点検・評価
を行い、その結果を公表することで
社会に対する説明責任を果たす。

自己点検・評価・改善委員会におい
て定期的に検証を行い、ＨＰ等で公
表する。（総務）

自己点検・評価・改善委員会で平成
２７年度に受審した認証評価の指摘
事項について検証し、改善に繋げる
（総務）

認証評価の指摘事項について整理
し、各章の総括者が今年度の対応
状況についてまとめた。４月に自
己点検・評価改善委員会を開き、
今後の改善計画について検討す
る。（総務）

△ △

構成員のコンプライアンス（法令・
モラルの遵守）意識を徹底する。

人権研修会を実施する。（庶務）
今年度も研修内容を決めて、研修会
を実施する。（庶務）

研究費については、文部科学省の
ガイドラインに定められたとお
り、今年度もコンプライアンス研
修会を開催した。新たに、関係の
事務職員も参加し、不正防止への
意識向上となった。（庶務）

◎ ◎

［管理運営・財務］
大学の機能を円滑かつ十分に発揮
するために、明文化された規定に
基づき適切な管理運営を行い、ま
た、教育研究を支援しそれを持・
向上させるために、適切な事務組
織を設置して、必要かつ十分な財
政的基盤を確立し、財務を適切に
行う。

［内部質保証］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、教育の質を保証する制
度を整備し、定期的に点検・評価
を行い、大学の現況を公表する。


